
□　サブマージアーク溶接のエンドタブは継手と同じ形状で幅７５ｍｍかつ板厚の３倍以上長さ１５０程度とする。

□　すみ肉溶接の端部はまわし溶接を行う。

□　突き合わせ溶接は原則として両端にエンドタブをとりつけて溶接する。ただし、返し溶接又はまわし溶接によって

　　溶接端部の欠陥を防止しうると係員が認めた場合にはこの限りでは無い。

□　ダイヤフラムプレートは接続するフランジのツーサイズアップ以上を原則とする。但し、監理者が認めた場合は
　　この限りでない。

□　ウェブＰＬは自動溶接とする

□　部材接合面に１ｍｍを超えるはだすきが生じた場合接合面にフィラープレートを挿入すること。

□　エンドタブは溶接終了後５～１０ｍｍ残して切断、除去する。

□　板厚方向の応力を受ける材（ダイヤフラムプレート等）は接続する部材の強度以上を有する材料を原則とし、

　　 S N 材 C 種とする。（ｔ＞ 4 0 ｍｍは T M C P 鋼）但し、材料が適当であると監理者が認めた場合にはこの限りで

　　ない。又、 S T K R 4 0 0 、 S T K R 4 9 0 はそれぞれ 4 9 0 Ｎ / ｍ㎡級、 5 4 0 Ｎ / ｍ㎡級とする。

□　アンカーボルトのボルト穴は、ボルト呼び径＋５ｍｍ以下とし、二重ナット及び座金を用いる事。

□　鉄骨造建築物等の品質適正化に関する指導要領を適用する

□　アンカーボルトに用いる転造ネジ等の呼名は特記無き限り軸部の直径とする。

　　例　 M 2 0 - 軸部直径 2 0 ｍｍを確保する事

□　座金を溶接する。溶接する座金は特記なき限りｔ＝ 1 2 以上とする。但し、監理者が認めた場合はこの限りでない。

　（既製柱脚は既製柱脚の仕様に準ずる）

□　アーク手溶接及びガスシールド半自動溶接のエンドタブは鋼製で継手と同じ形状とし長さ３５ｍｍ以上かつ板厚の

　　２倍以上とする。また、鋼製エンドタブのかわりに固形フラックスタブを使用する場合は監理者の承諾を得ること。

□　特記無き限り主要な柱等のアンカーボルトのネジ部の断面積は軸部の断面積以上とする事。ただし、製品

　　証明書等により素材の降伏比が 0 . 7 以下（転造ネジの場合は 0 . 7 5 以下）が確認でき、監督員が伸び能力の

　　あるアンカーボルトと認めた場合はこの限りではない。又、評価を受けている柱脚を用いる場合もこの限り

　　でない。（素材の降伏比とは軸部の降伏強度 / ネジ部の破断強度）

　　参考：社団法人　日本鋼構造協会規格　ＪＳＳ　Ⅱ　 1 4 - 2 0 0 0 、ＪＳＳ　Ⅱ　 1 3 - 2 0 0 0

適用は  　  印を記入する。

□新築　　　　□増築　　　　□増改築　　　　□改築

□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　　　□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

□木造（Ｗ）　　　　□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　　　□鉄骨造（Ｓ）

□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）　　□

（ 2 ）工事種別

（ 1 ）工事名称

（ 3 ）構造種別

（ 6 ）屋上付属物

（ 5 ）主要用途

地下　　　階　　　　　地上　　　階　　　　　塔屋　　　階

（ 4 ）階　数

（ 1 0 ）構造計算ルート

（ 9 ）増築計画 □有（　　　　　　　　　　）□無

（ 8 ）付帯工事

□門塀　　　　□擁壁　　　　□　　　　　　□　　　　　　□

スランプ c m

土間コンクリート

捨コンクリート

適用箇所

（ 1 ）コンクリート

設計基準強度

F c ＝ N / m m 2種　類 備　　考

混和剤

普通

柱・梁・床・壁

基礎・基礎梁

　□特殊継手

　□ガス圧接溶接

　（　　　　　　　　）

（ 4 ）鉄  骨

溶接金網

（ 5 ）ボルト

□ＳＤ 3 4 5

□有　□無

□有　□無

現場溶接

□有　□無

□有　□無

□有　□無

種　　類 使用箇所 備　　考

※使用箇所の詳細については別途図示とする。特記なき場合は施工図作成後、監理者の承認を受ける事。

□ＳＤ 3 9 0

高強度せん断補強筋 □ウルボン

□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　厚□ 1 0 0 、　　□ 1 2 0 、      □ 1 5 0 、      □ 1 9 0 、

（ 3 ）鉄  筋

異形鉄筋

（ 2 ）コンクリートブロック（ＣＢ）

種　　類

□ＳＤ 2 9 5 Ｂ

□ＳＤ 2 9 5 Ａ

使用箇所径 継手工法

　□重ね継手

□頭付スタッドボルト

□中ボルト

□高力ボルト

杭仕様　　□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書

杭の先端の深さ（ m ）

　コンクリート杭

杭径（ m m ）

□場所打ち

設計支持力（ k N ）

スランプ
□リバースサーキュレーション

□オールケーシング　□拡底杭

□アースドリル　□ミニアース

□ＢＨ　□深礎
□機械堀

□手堀

試験杭　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷）　　　　　本

本数 特記事項

セメント量　　  k g / m 3

鉄　筋　主筋　 S D 3 4 5

　　  H O O P 　 S D 2 9 5

コンクリート F c  　 N / ｍ㎡

（ 3 ）地盤調査及び試験杭の結果により ､ 杭長 ､ 杭種 ､ 直接基礎の深さ ､ 形状を変更

（ 2 ）地盤調査計画

（ 1 ）地盤調査資料

3 .  地　盤

□無（調査予定　□有　　□無）　　　　　　　□　

（ 4 ）ボーリング標準貫入値、土質構成

（ 2 ）杭基礎

杭　　種

□ＲＣ　□ＰＣ

□鋼管　□摩擦杭

□ＰＨＣ　□Ｈ鋼

材　　料

ＰＣ　 ( □ A 種  □ B種  □ C 種 )

ＰＨＣ ( □ A 種  □ B種  □ C 種 )

支持層－

4 .  地業工事

施  工  法

□打ち込み

備　考

□埋込み（セメントミルク工法）

（ 1 ）直接基礎

長期許容支持力度（基礎底版下）　　　　 k N ／ m 2 　　　　　　載荷試験　　　□有　□無

□ベタ基礎　　□布基礎　　□独立基礎  　試験堀　□有　□無

□ラップルコンクリート

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

5 .  鉄筋コンクリート工事

( 1 )  コンクリート

術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り

を標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

また、打込み量が 1 5 0 m  を越える場合は 1 5 0 m  ごとまたは、その端数ごとに一回

現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごと

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真  （カラー）  を保管し承認を得る。

６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

とする。

3 3

□　ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

□　構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ 5 Ｔ－ 6 0 3 ）は、

□　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

□　コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ 5 （最新版）による。

□　セメントは、ＪＩＳ  Ｒ 5 2 1 0 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

□　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

□　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、

構造配筋標準図（ 1 ）（ 2 ）」による。

さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（ 1 ）（ 2 ）」または「壁式鉄筋コンクリート

　　代行業者名

　　試験機関名

（スパイラル型）とする。

ランドセメント
早強ポルト

基礎、はり側、柱、壁

代行業者名とは、試験、調査に伴う業務を代行する者をいう。

東京都取扱要綱」第４条の試験機関で行うこと。

外観調査　□有　□無、引張試験　□有　□無、超音波試験　□有　□無

箇所を超えるときは、 2 0 0 箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

注）　１　片持ばり、庇、スパン 9 . 0 m 以上のはり下は、工事監理者の指示による。

　位
部　

ン材

圧縮強度

5 ℃未満

コンクリートの

5 ℃～ 1 5 ℃

ト

令ク

ーリ

置

均

温

1 5 ℃以上

気の

のコ

期
平

間

メ

セ

ト

ン

存
類

種

の

種類

（ 3 ）型　枠

（ 2 ）鉄　筋

Ａ種

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

ランドセメント

早強ポルト

Ａ種
シリカセメント

ランドセメント

シリカセメント

高炉セメント

普通ポルト

スラブ下、はり下

5 . 0

5

3

8

5

設計基準強度の

1 0

6

ランドセメント

シリカセメント
Ａ種

2 3

高炉セメント
Ａ種

普通ポルト

4

Ａ種

ランドセメント
早強ポルト

Ａ種

5 0 ％

1 6

1 0

1 5

1 2

8 5 ％

2 8

設計基準強度の

2 5

スラブ下

ランドセメント

6 8

早強ポルト

シリカセメント

1 7

Ａ種

ランドセメント

高炉セメント

普通ポルト

Ａ種

せ　き　板 支　　　柱

1 0 0 ％

2 8

2 8

2 8

はり下

1 2

N ／ m m 2

□　材料　　　合板厚　　ｍｍを標準とする。　　　□施工は J A S S 5 （最新版）による。

□　コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

□　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型）　□Ｗ型（溶接型）　□Ｓ型

□　ガス圧接部の抜き取り調査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（ 2 0 0

□　Ｄ 1 9 未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ 1 9 以上）をガス圧接とする場合は、

□　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

□　高強度せん断補強筋は ､ J I S  G  3 1 3 7 に規定される D 種 1 号適合品とする。

□　鉄筋はＪＩＳ  Ｇ 3 1 1 2 の規格品を標準とする。施工は J A S S 5 （最新版）による。

□　型枠存置期間

こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が 2 5 ℃未

満の場合は 1 5 0 分、 2 5 ℃以上の場合は 1 2 0 分以内とする。

7 .  設備関係

□  現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は
工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

（ 6 ）防錆塗装

□  鉄骨見出し部分は現地打ち合わせによる。

（ 7 ）  耐火被覆の材料

□  高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順
序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

第三者

検査率又は検査数

注１）　現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行う事。

注２）　現場溶接は、超音波探傷試験を 1 0 0 ％行う事。

□

第三者検査機関名

□突合せ溶接部

□

検  査  箇  所

個

外観（目視）検査

検  査  方  法
社　内

％
個

個個

％

％
個

％

％
個

備　　考

接合部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

（ 5 ）接合部の検査

（ 4 ）接合部の溶接は下記によること

（ 2 ）工事監理者の承認を必要とするもの
□製作工場　　　　　　　　　　　□製作要領書　　　　□工作図　　　　□施工計画書

□材料規格証明書または試験成績書
　　□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド

□社内検査表　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　□

（ 3 ）工事監理者が行う検査項目

（□  印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

□  現寸検査　　　　□  組立・開先検査　　　　　□  製品検査

□  建方検査　　　　□  　　　　　　　　　　　　□　  

□  東京都アーク溶接工事管理規準 ( 建築構造設計指針第 1 2 章 )

□  鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱 ( 建築構造設計指針第 1 2 章 )

□  日本建築学会  「溶接工作規準、同解説 1 ､ 2 ､ 3 ､ 4 ､ 5 ､ 6 ､ 7 ､ 8 ､ 9 」

□  日本建築学会  「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

□　意匠図による。

□  設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得る事。

□  床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1 ／ 3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ５ c m 以上

□  特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者もしくは監理者の承認を得る事。

を原則とする。又、スラブ内配管は梁から 5 0 0 ｍｍ以内の範囲では、梁に平行に配管しない。

□認定または登録工場 ( 　　　　　グレード　　　　　都登録　　　　　ランク ) 以上

％

□  防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外
の部分とし、工場２回塗りとする。錆止めペイントは意匠図による。

6 .  鉄骨工事

（1 ）鉄骨工事は指示のない限り下記による

□　日本建築学会「ＪＡＳＳ 6 」  「鉄骨精度検査基準」  「鉄骨工事技術指針」

□　鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

１５

( )

1 .  建築物の構造内容

2 .  使用構造材料

□

深さＧＬ－　　　　ｍ、　　　　支持層－

□  アウトレット（スイッチボックス等）は原則として、柱・梁には埋め込みは設けない事（但し、増打ち部分は可
　　とする）。やむえず、埋め込みとする場合は監理者の指示により補強を行う。

8 .  その他

□諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

□各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

□必要に応じて記録写真を撮り保管する事。

□記載なき事項については建築工事共通仕様書（最新版）による。

注）　２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

 　　　　  行わない。

注）　３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）　４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）　５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってからスラブを行う。

注）　６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

（ 6 ）屋根、床、壁
□ＡＬＣ版　　　　　　　　　　　　厚

□折　　版　　　型式　Ｈ＝　　　　厚

□特殊デッキプレート

 　　　　  一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

ラップルコンクリート

デッキコンクリート

品質基準強度

F q ＝ N / m m 2

工事場所

高力ボルト導入張力確認試験　□要　　□否

普通

マクロ試験・その他

工事監理者

□浅層地盤改良　　□深層地盤改良

１５普通

普通

普通 １５

普通

□　耐久設計基準強度 Fd　□短期(Fc=18)　□標準(Fc=24)　□長期(Fc=30)　□超長期(Fc=36)

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

□広告塔　　　　□高  架  水  槽  　　　 k N 　□　　　　　　　□

（ 7 ）特別な荷重等

□煙　突　　　　□キュービクル　　　 k N 　□　　　　　　　□

□倉庫積載床用　　　　　　　 N ／ m 2 　　□受水槽　　　　 k N

□満水時の質量が 1 5 k g を越える給湯設備（平成 1 2 年建設省告示第 1 3 8 8 号第 5 より転倒防止を行う）

□積雪荷重　　　　　Ｎ / ㎡　　□雪下ろしによる積雪量の低減（　　　 c m とする）

Ｙ方向ルート　－（　　　）　Ｙ方向ルート　－（　　　）

□普通、Ｆ１０Ｔ　□特殊：Ｓ１０Ｔ　認定品（□Ｍ１２、□Ｍ１６、□Ｍ２０、□Ｍ２２、□Ｍ２４）

□普通：Ｆ８Ｔ ( 亜鉛メッキ部分） 高力ボルトすべり係数試験　　□要　　□否

□アンカーボルト
□ＳＳ４００　　　使用箇所　　　　φ＝　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　ナット（□シングル、□ダブル）

□ＳＳ４９０　　　使用箇所　　　　φ＝　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　ナット（□シングル、□ダブル）

□ＳＮＲ４００Ｂ  使用箇所　　　　φ＝　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　ナット（□シングル、□ダブル）

□ＳＮＲ４９０Ｂ　使用箇所　　　　φ＝　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　ナット（□シングル、□ダブル）

□既製柱脚　　  　使用箇所　　　　φ＝　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　ナット（□シングル、□ダブル）

φ＝　　　　Ｌ＝　　　　 m m 　使用箇所（□柱 ､ □大梁 ､ □小梁）

□デッキプレート　　　　　型式　　　　　　　　　　　厚

□キーストンプレート　　　型式　　　　　　　　　　　厚

□先端羽根付き鋼管杭

□ＮＥＷニーディング工法（大臣認定）
又は同工法相当

超音波探傷試験

□SS400　□SM400　□SN400A,B,C

□BCR295　□BCP235　□

□STKR400　□STKR490　□STKN400

□SM490A、Ｂ、Ｃ　□SN490B、C　□

□SSC400　□STKR400　□SS490

鋼材　□ＳＳ４００　□ＳＴＫ４００

　　　□ＳＴＫ４９０

□有（□敷地内　□近隣）□ボーリング調査　□平板載荷試験　□水平地盤反力係数の測定
　　　　　　　　　　　　□スウェーデン式サウンディング　　□ラムサウンディング

□土質試験　　　　□物理探査　　　□平板載荷試験　□試験堀（支持層の確認）

□ボーリング調査　□静的貫入試験　□標準貫入試験　□水平地盤反力係数の測定
□ラムサウンディング

合は、赤さびは発生しないままでよい。（メッキ部分は現地打ち合わせによる）

どを座金外径 2 倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて
□  高力ボルトは「ＪＩＳ  Ｂ 1 1 8 6 の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。
ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが 5 0 ｓ以上である場

□アーステンダーパイル工法（大臣認定）

１８

２１

２１

１８

２１

２１

□エレベーター　　人乗 ( ロープ式  油圧式 ) 　□リフト　　　 k N 　□ホイスト　　　　 k N

  する場合もある（図面に長期許容支持力度の記載が有る場合には記載の支持力を
　　確保すること）

構  造  標　準  仕  様　書

7
0
0 位置図

近隣デ－タの調査地番と

備考

調査地番

支持地盤、地層及び深さに

度
土　質

設計地番とは約　　ｍの距離

がある

孔内水位

ボーリング

深 Ｎ
値

標　準　貫　入　試　験

ついてのコメント

ＧＬ－　　　　ｍ

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

構造標準仕様書

山中畜産　（各舎共通） 1

－

Ｒ

B.GL

上 澤 設 計 事 務 所

設計GL（KBM　　m）

柱状改良

風化岩又は礫層

１００

胴縁・その他

１００

３０ ３０

１００
公的機関

別図参照

D 1 9 以上

D 1 6 以下 全て

全て

１

山中畜産 新築工事

養豚場

１２２０

柱

梁・切り板

Ｍ１６ ３５０

〒786-0053 　高知県高岡郡四万十町弘見400-3

TEL (0880)24-1011
図面名

FAX (0880)24-1013

工事名

縮 尺

一級建築士大臣登録第158303号番 号

上  澤　 聡
印

代 表 者
一級建築士事務所高知県知事登録第４６４号



AC

AC

BD
 A , B

 B , D
上端筋

短辺方向

長辺方向

下端筋 両方向共  A , C , D

標準継手位置
C

D

C

yL L

L

４２

*
５０

６６

７７

５８

Ｄ１９

Ｄ１６

Ｄ２９

Ｄ２５

Ｄ２２

４９

５２

５８

６６

７７

８４

９３

*  

Ｄ３５

Ｄ３２

る値

印は粗骨材最大

寸法によって決ま

９３

８４

　１．２５倍

・２５㎜

DD

間隔

あき

dd

あき
　これらの最大寸法

・２５㎜＋鉄筋径

　１．２５倍＋鉄筋径

・粗骨材最大寸法の

・鉄筋径の２．５倍

　これらの最大寸法

・２５㎜＋最外径

　　　・主筋と軸方向鉄骨のあきは２５㎜以上とする

　これらの最大寸法

・粗骨材最大寸法の

　これらの最大寸法

丸　　鋼

　注）・鉄筋径が異なる場合は大きいほうによる

**

３６
* *

２０
骨材径

呼び名
２５

　　あ　　き

　１．２５倍

　　間　　隔

間隔

・粗骨材最大寸法の

　最外径

・呼び径の１．５倍＋

・粗骨材最大寸法の

・呼び径の１．５倍

*
・２５㎜　１．２５倍＋最外径

４５ ３９Ｄ１３
異形鉄筋

鉄筋の種類

最小鉄筋間隔

注）梁・柱・基礎梁・壁及び地下外壁のスペーサは側面に限りプラスチック製でもよい。

柱梁部　　位

配置

数量または

　　　種類は鋼製及びコンクリート製を使用する。

ス　ラ　ブ

備　　考

基　礎　梁 壁・地下外壁部　　位

備　　考

基　　　礎

上または下にも設置、

側ばり以外のはりは

側ばり側面にも設置

間隔は上端筋

それぞれ 間隔は

端部は

､下端筋 上段は第一段の帯筋の

位置、中段は柱の中間

柱幅

間隔は

端部は

上段は第一段目の壁筋

中段は上段より

横間隔は

端部は

間隔は

配置

数量または

設置

上または下と側面に

以内0.9m 1.5m

1.5m

程度

以内 1.0m

1.0m

まで２個

以上３個

1.5m 下

1.5m

1.5m 以内

程度1.5m

1.5m 程度

以内

1.0m 程度

コンクリート

　軽　量

屋内

屋内

屋外
　仕上げあり

　仕上げあり

　仕上げなし

　普　通コンクリートの種類

　床スラブ

　非耐力壁

　柱・梁

構造部位

　部分

土に接しない

　屋根スラブ

コンクリート

a

　擁　壁

　部分

土に接する

　　　　の寸法とする

　柱・梁・床スラブ・耐力壁

　基礎・擁壁

煙突など高熱を受ける部分

場所打ちコンクリート杭

　　　　かぶり厚さを１．５ｄ以上とする

　　　　耐火性向上に有効なものをいう

a

a

a

a

a

＋１０㎜とする．

a

　　　・仕上げありとはプラスター・モルタル・タイル等中性化抑制・

　注）・主筋にＤ３８以上の太径鉄筋を使用する場合は主筋に対する

　　　・メッシュ型枠を使用する場合は、かぶり厚さ＝設計かぶり厚さ

　　　・設計かぶり厚さ（ａ）は構造躯体表面より最外側鉄筋面まで

屋外
　仕上げなし

　耐力壁

  ３０

  ３０

  ４０

  ４０

  ４０

  ３０

  ３０

  ４０

  ４０

  ４０

  －

  －

  －

  －

  －

  ５０

  ５０

  ６０

 １００

  ７０

  ５０  ５０

L3

 x/4

x ,

 x/4L

L2

15d
200以上

L3 15d

 y
 x/4  x/4

 x x/2

 x/4

 x/4

Ｄ１０ ４２

・鉄筋径の１．５倍

のみ配置する

　周囲

各

各

各

　床板厚さ　Ｄ

２００＜Ｄ≦３００ 各

各

各

　斜め 注）設備の小開口が連続してあく場合

　　縦・横・斜め補強筋とは別に開口

　　部によって切断される鉄筋と同じ

　　鉄筋を開口をさけて補強する

周囲補強筋

斜め補強筋

鉄骨柱まわりの補強も同様とし、斜め補強筋

L
2

L2

L2

L2

D13

L2

L
2

L2

L2

D13D13

1-D13

2-D13

2-D16

2-D13

2-D13

2-D19

　　　　Ｄ≦１５０

１５０＜Ｄ≦２００

2 - D 1 3

以上

以上

５０～７５㎜

ﾊﾞｰｻﾎﾟｰﾄ

ﾊﾞｰｻﾎﾟｰﾄ

ﾊﾞｰｻﾎﾟｰﾄ

D13

L2
D13

25d
L x/4

㎜

（ｂ）段差が７０㎜を超え、

　　　１５０㎜以下の場合

（ａ）段差が７０㎜以下の場合

＝１５００）

片持ち部

＠１００補強筋５－Ｄ１０（

上端筋の下に入れる

L

D13

L2

D13

L2
5H

350

：部材間の内法距離

　ＨＯＯＰ：帯筋

0

　ａ：設計かぶり厚さ　　　　　　　　　　　ｒ：半径

　ＳＴ：あばら筋　　　　　　　　　　　　　ｃ：中心線

　φ：直径又は丸鋼　　　　　　　　　　　　Ｒ：直径

　ｄ：異径鉄筋の呼び径又は丸鋼の直径　　　Ｄ：部材の成

Ｌ

この標準図は鉄骨造の鉄筋コンクリート構造部分に適用する

構造図面に記載された事項は本標準図に優先して適用する

（１）バーサポート・スペーサー

（２）設計かぶり厚さ（㎜）

（１）適用範囲

（２）記号

鉄筋の

種類

R

鉄筋の折り

ｄ

余長

１８０°

曲げ角度
図

余
長

余
長

鉄筋の

種類

ｄ

R

ｄ

１３５°

R　９０°

図
鉄筋の折り

曲げ角度

ｄ

R

　　以下

９０°

　注）・鉄筋の折り曲げは冷間加工とする

ＳＲ２３５

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３９０

ＳＲ２３５

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＲ２３５

の主筋

柱・梁１３㎜以上

使用箇所

あばら筋の

キャップタイ

帯筋・あばら筋

※片持ち

使用箇所

先端

スラブ上端筋の

寸法（Ｒ）

ｄ6

8ｄ

寸法（Ｒ）

鉄筋内法

鉄筋の

余長

以上

以上

４ｄ

以上

以上※

鉄筋

上記以外の

スパイラル筋

帯筋　あばら筋

８ｄ以上

６ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

よる区分

鉄筋径に

２８φ・

１９φ・

１６φ・

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

３２φ・

Ｄ２９以上

Ｄ３８以下

Ｄ２５以下

鉄筋内法

３ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

３ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

３ｄ以上

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３９０

４ｄ

Ｄ１６以下 ３ｄ以上

ＳＲ２３５

（１）鉄筋末端部の折り曲げ形状

（２）鉄筋中間部の折り曲げ形状

（ｂ）両側溶接（ａ）片側溶接

2 d5 d2 d2 d

d

2 d

d

1 0 d

　印の鉄筋の末端には

梁柱

１５０㎜以上

※

+５０㎜　かつ※は 横筋間隔

（ｂ）溶接金網の継手

０ .２Ｌ※は

※

Ｌ

１５０㎜以下かつ

（ａ）重ね継手の間隔

ａ≧４００

鉄筋径の差が７ m m を超える場合は、圧接としてはならない

圧接の場合

　注）・継手位置は応力の小さい位置に設ける

（６）鉄筋にフックの必要な箇所

（５）溶接継手

（４）隣合う鉄筋の継手位置及び間隔

　　　ｃ）煙突の鉄筋

　　　ｄ）柱出隅部の主筋の末端部

　１）丸鋼の末端部分及び継手のすべて

　２）異形鉄筋の定着及び継手で下記に該当する鉄筋については

　　　必ずフックを付ける

　　　ａ）柱・梁の出隅部（基礎梁を除く）の重ね継手となる鉄筋

　　　ｂ）帯筋・あばら筋の末端部

（７）鉄筋の間隔とあき

　フックが必要

L1

L1

P

(2)

P

(2)

0.5L1P＝

0.5L1

)

P＝

(

L1P

２

(1)

L1

L1

PP≧400mm

P≧0.5L1

L1
L1

P≧0.5L1

PL1
フックのある場合

フックのない場合

１．一般事項

２．鉄筋の加工

合成スラブについては、「合成スラブ設計・施工標準仕様書」による

（１）床スラブ筋の継手位置

（２）床スラブ筋の定着

（３）床スラブ筋の配筋

（４）開口部の補強（開口径５００程度以下の場合）

（５）屋根スラブ

（６）床板段差

（７）土間コンクリート

＠：間隔

３．鉄筋の設計かぶり厚さ

４．床スラブ

（片持床の場合）

　　　・原則として（１）による。止むを得ない場合にのみ（２）とする

H
H

（ｃ）ガス圧接継手（「平 1 2 建告第 1 4 6 3 号」に準ずる）

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

鉄筋の
　床スラブ

ＳＲ２３５
１８

２１以上 ２５ｄ

フック付

種　類

重ね継ぎ手

( L 1 ) 　　小　梁
　屋根スラブ

１５㎝

フック付

３５ｄフック付

４５ｄフック付

３５ｄフック付

４５ｄフック付

３０ｄまたは
２０ｄフック付２５ｄフック付

３５ｄまたは

４０ｄまたは
３０ｄフック付

３５ｄまたは
２５ｄフック付

３５ｄフック付
４５ｄまたは ４０ｄまたは

３０ｄフック付

２１，２４

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

１８以下

２１，２４

２７～３６

２７～３６

４５ｄまたは
３５ｄフック付

４０ｄまたは
３０ｄフック付

３５ｄまたは
２５ｄフック付

４０ｄまたは
３０ｄフック付

下端筋定着（Ｌ３）

ＳＤ３９０

コンクリートの
設計規準強度

（N／mm2）

一般の定着

( L 2 )

１５ｄフック付

２５ｄまたは

１５㎝以上

１０ｄかつ

・径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは細い方の鉄筋のｄによる

・梁の定着は表中の定着長さにかかわらず柱・梁の中心を超えてから折り曲げる．

　なお、柱面より８ｄ以上水平に延ばしてから折曲げること

・末端のフックは定着及び重ね継ぎ手の長さには含まない

・特記ない限りＤ２９以上の異形鉄筋には原則として重ね継ぎ手を設けてはならない

・許容応力度設計、許容応力度等設計、その他構造計算を要しない建築物の場合は、

　梁主筋の柱への定着は４０ d とする

注）・主筋及び耐力壁の重ね継ぎ手の長さは特記による。特記がなければ４０ d と上表の

　　　重ね継ぎ手の長さのうち大きい値とする

Ｂ

通し筋でもよい

捨コンクリート

耐圧スラブの設計かぶり厚さ

Ｂ

Ｌ３またはＬ２

※

2

50 L2

L2

３Ｂ／４以上 50

40

70

L2

注）※ L 2  は浮上がりを生ずるときの長さ。

（８）耐圧スラブ

D
D

150

300

D

D
H

W

D
H

W DDH
以上

H
以上

H
以上

D13ＲＣ壁
ＣＢ壁 排水溝床段差

（鉄骨構造用）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
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梁のない場合，梁が一方向の場合 両方向梁のある場合

HOOP 2-D13

３
０

０
以

上

H
O
O
P
 
@
1
0
0

L2

H
O
O
P
 
@
1
0
0

１５０以上

H
O
O
P
 
@
1
0
0

無収縮グラウト

3
0
 
 
5
0

～

以
下

H
O
O
P
 
@
1
5
0

下端▽  B.PL

１５０以上

ベース
HOOP 2-D13

以上

からP L

３
０

０
以

上

L2

１５０以上

梁天
▽

無収縮グラウト

3
0
 
 
5
0

▽

～

  B.P下端L

以上
１５０以上

ベース からP L

梁のない場合，梁が一方向の場合 両方向梁のある場合

H
O
O
P
 
@
1
0
0

H
O
O
P
 
@
1
0
0

L下端  B.P

L2

H
O
O
P
 
@
1
0
0

無収縮グラウト

～
3
0
 
 
5
0

H
O
O
P
 
@
1
5
0

▽

以
下

Ｄ

HOOP 2-D13

以上

４
５

ｄ
以

上

１５０以上
ベース からP L

か
つ

２
Ｄ

以
上

下端  B.PL
梁天

▽

L2

無収縮グラウト

3
0
 
 
5
0

～

▽

１５０以上

から

以上

HOOP 2-D13
ベース

Ｄ
P L

４
５

ｄ
以

上

か
つ

２
Ｄ

以
上

１５０以上 １５０以上

引張りを受ける補強筋は３０ｄ以上
定着させる

梁
幅

　　　プ幅をせばめる（②ＴＹＰＥ）とする

　　　する（①ＴＹＰＥ）か、又は梁幅を変えないでスターラッ

注）・梁面と柱面が同一の場合、梁外面を２０～３０㎜打ち増し

②

梁
幅

※梁軸方向筋で常時荷重下において

2
0
d

20d

以上300

20d以上 以上

300

かつ20d

以上

かつ20d

２
０
 
 
３
０

～

腹筋に準ずる

補強筋ｔ ｔ

・　　　　は打増し部分を示す

・補強筋（定着は

柱

３００

２０ｄ

補強筋

梁

ｔ補強筋

以上

以上）

３
０

０
以

上

３００
以上

   －Ｄ１０ ＠２００（共通）

（１）柱・梁

（２）柱・梁の主筋の納まり

　ｔ＞

　ｔ≦

１００

３００ 

７０

＜ｔ≦

設計図による

３００ Ｄ１６ ＠２００＜ｔ≦

１００ Ｄ１３ ＠３００＜ｔ≦

２００

 ７０補強なし

２００ Ｄ１６ ＠３００

①

2)x3/2φ( φ1+

1φ

以上

2φ

D
/
3 D

以
上

以
下

１
５

０

以
上

１
５
０

可能範囲

梁端部（スパン L / 1 0 以内２Ｄ以内）は避ける．

注）・補強要領は設計者及び工事監理者と打ち合わせのこと

L 2

かつ梁成の 未満の場合補強筋不要

　　・　＞

L2

L2

L2

１５０      ２５０＜　≦

折筋

斜筋

横筋

折筋

縦筋

縦筋上下

縦筋

横筋

縦筋

２－（２－Ｄ１３）

２－（２－Ｄ１３）

４－（２－Ｄ１３）

ＳＴ ２－Ｄ１３

ＳＴ ２－Ｄ１３

ＳＴ ２－Ｄ１３

２－（２－Ｄ１３）

２－（２－Ｄ１３）

ＳＴ ３－Ｄ１３ ＠１００

＜　≦８０   　 １００

＜　≦１００      １５０

φ＜

２５０ φ の場合　設計図による

1 / 1 0

  /2   /4  /4

好ましい範囲

＊孔際補強筋はメーカーの仕様書に従うこと

＊
＊ ＊

リング筋 ＊

D

S T

＊ ＊

リングプレート

D

梁のない場合，梁が一方向の場合 両方向梁のある場合

L2

H
O
O
P
 
@
1
0
0

H
O
O
P
 
@
1
0
0

1

下端

～
3
0
 
 
5
0

LB.P▽

H
O
O
P
 
@
1
5
0
以

下

3
0
 
 
5
0

１５０以上

梁天 ▽

L2

▽

～

下端B.PL

７５以上
ベース からP L

７５以上

からベースP L

無収縮グラウト 無収縮グラウト

フラッシュバット溶接

注）・第１帯筋は梁面に入れる

　　・フック及び継手の位置は交互とする

　　・原則としてＨ型を採用すること

　　（他を使用する場合は工事監理者と打合せのこと）

両面溶接５ｄ以上

は片面溶接１０ｄ又は

（タガ型）

2d 2d

Ｈ型 Ｗ型

（溶接型）

フレア溶接

１．５巻以上

末端部の添巻は

かつ３００以上

Ｌ１は中間部５０ｄ

末端部

（スパイラル型）

L1

              15ｄ

Ｓ型

継手部

　　（１）根巻きタイプ

　　（２）アンカー固定タイプ

（３）鉄骨造の柱脚ピンの配筋

（４）帯　筋

（１）設置可能範囲

（２）鉄筋形標準配筋

（３）既製品

（上端配筋）

Ａ部詳細

（下端配筋）

A

15d70 程度

程度

7
0

100

7
0

（１）直接基礎

６．基礎梁５．鉄骨造の柱脚配筋

７．基　　礎 ９．柱・梁増打コンクリート補強

８．梁貫通孔補強

（はかま筋のある場合） （はかま筋のない場合）

注）・使用する場合は設計者及び工事監理者と打ち合わせのこと

（４）採用（□にレ印を記入）

□リング型（既製品）　　□プレート型（既製品）　　□鉄筋標準配筋　　□

７０

□　布基礎・べた基礎の場合

L2

※
L
2

L2

15d L1 15d

20d

  /4   /2

20d

  /4

L2

L2

注）継手中心位置は上図の斜線範囲内を標準とする

※Ｌ 2 の起点は設計者の判断によって決める。

指示なき限りＬ 2 は、コンクリート柱面からとってよい。

3/4D以上かつLa以上

DD

（１）基礎梁主筋の定着及び継手

（注） 設計者は該当する□内にレ印を記入のこと． ※ La=15d（SD295）

   La=20d（SD345）

□　独立基礎・杭基礎の場合

L
2

※

L2

L2

L1

  /4   /2

15d20d

  /4

20d15d

L2

3/4D以上かつLa以上

DD

（３）幅止め筋

腹　筋

幅止め筋

幅止め筋

D

腹筋

あばら筋

不　要

１，０５０≦Ｄ＜１，５００

１，５００≦Ｄ＜１，９５０

１，９５０≦Ｄ＜２，４００

 ６００≦Ｄ＜１，０５０

Ｄ＜ ６００

Ｄ１０＠１，０００以内で割り付ける

２－Ｄ１０（１段）又は２－Ｄ１３

４－Ｄ１０（２段）又は４－Ｄ１３

６－Ｄ１３（３段）

８－Ｄ１３（４段）

注）・第１あばら筋は柱面に入れる

　　　　　　　　・あばら筋の溶接は帯筋の溶接の項にならう

　　　　　・原則として①のフックは先曲げとする

　　　　・②・③はスラブと一体打ちの場合のみ可

　　　　・原則として①・④を採用すること

　　　　　・フック及び継手の位置は交互とする

① スラブ② ③ スラブ ④

配筋順序

Ｐ@

調整区間< P  (

第１あばら筋
（２）あばら筋

)

（鉄骨構造用）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

山中畜産　（各舎共通）
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Ⅳ )  

Ⅲ )  

Ⅱ )  

Ⅰ )  

かつ 2 t以上

3 5 ㎜ 以上

㎜

㎜

( 5 )  

・ tは t　、 t　の小なる方とする

・軸力が加わる場合の

・但し片面溶接の場合は

以下 ～ 1 0

㎜

㎜  余盛は ( 1 + 0 . 1 S ) 以下とする

S は母材と同

S = tとする

～

( 1 )   

・ 9 ㎜ ～ 1 6㎜ は 1パス以上、 1 9 ㎜ 以上は 2パス以上とする

溶接棒角度θは 3 0°～ 4 0°とする

2 5 ㎜ 以上

G = 0～ 2

のとき 4 ㎜ とする )

f ≧ 0 . 5㎜ ( ただし、 t ≧ 1 5 ㎜

( 4 )   

R ≦ 2

°

°

°

R≦ 2

2 5 ㎜ 以上

寸法  (㎜ )

1 2 < t≦ 1 9

4 < t≦ 1 2

a > 4㎜ の場合

θ = 6 0°

・ A A G (  )内は G Cで F Hの場合

(裏はつり後溶接 )

G = 0～ 2

θ = 4 5°

R≦ 2

θ = 4 5° ( 5 5° )

2 / 3 ｔ

1 / 3ｔ

t ≧ 1 9㎜

(裏はつり後溶接 )

G = 0～ 2

余盛の高さ  t ㎜

t≦ 4

(平継手、Ｔ形継手 )

G = 0～ 2

( )

( 3 )   

θ = 6 0°

( 2 )   

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

R≦ 2

θ = 4 5°

3 5°

3 5°

4 5°

t 1

4 5 °

3 5°

4 5°

t 1

ｔ / 4 ≦Ｓ≦ 1 0 ㎜

θ = 6 0°

使用箇所に注意

・

２．溶接規準図１．一般事項

( 1 )  

組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

仮付位置

突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

エンドタブ

エンドタブの長さは、 M C : 3 5 以上

N C G 、 G C : 4 0 以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

程度残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より 1 0 ㎜

裏あて金

、半自動溶接で 9    接で 6 ㎜ ㎜

溶接施工

スカ－ラップ

半径は 3 0 ～ 3 5㎜と、 1 0 m m の

ノンスカラップ工法

の場合のスカ

但し梁成が D = 1 5 0 ㎜ 未満

ｒ = 3 0 - 3 5 ㎜

r = 2 0㎜ とする

-ラップは

以上とする

規準図の溶接において A A G

励行し、部材に確認マークを付ける

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

をいためない様に、養生を行う

塗装

と記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

構造設計仕様による

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 4 0 以下のものとする㎜

( f )  

( a )  

（ｂ）  

( ｲ )  

( e )  

( ﾛ )  

( ｲ )  

( ﾊ )  

( ﾛ )  

( ﾆ )  

( ﾎ )  

( ﾍ )  

( 注 )  f : 余盛   G : ルート間隔   R : フェース   S : 脚長   ( 単位  ㎜ )

材料及び検査

スミ肉溶接

部分溶込み溶接

完全溶込み溶接

フレアー溶接

Ｋ形の場合

8

厚とすることが望ましい

1 1 1 37 ～ 1 4 1 6

2≦R

R≦ 2

t > 1 6 ㎜

㎜

1 6≦ t

1 2≦ t < 1 6

t  ㎜

6≦ t < 1 2

Ｔ形突合せ継手余盛

㎜

6 < t < 1 9

t ≦ 1 6

㎜6 < ｔ < 1 9

3 5

4 5

4 5

3 5°

3 5°

4 5°

t  ㎜

≦ ≦1 2 t 1 9

溶接記号番号を○中に記入のこと

（通しダイヤフラムの場合）

裏はつり

Ｂ .Ｈ方式

※

※

※

※

※

※

※

※

※

1
5

0
以

下

以下
8 0

※ １

※ １

１

※ １

※ １

１

※ １

１

１
１ ※

１

１

１

１

※

※１

 t ＞ 1 6 m m の場合の溶接は、 とする。～3   5  １

※

※

※ １

１

※１

１※ １

※ t ＞ 1 6 m m の場合の溶接は、 とする。～3   5  １

YGW-18,19
490Ｎ級鋼

JIS Z 3211,3212,3214

YGW-11,15

YGW-18,19

YGA-50W,50P

YGW-11,15

JIS Z 3212,3214

YGA-50W,50P

溶接材料鋼材の種類

400Ｎ級鋼 40以下

40以下

30以下

40以下

250以下

350以下

350以下

350以下

パス温度差(°C)入熱（KJ/cm）

 A A G

（裏はつり後裏溶接）

※

＜柱主材： B C R 2 9 5 , B C P 3 2 5 , を使用する場合＞

2 5 以上かつ

の角の R に接しないこと

2 5

以
上

2
5

以上

以
上

1
0

0 １

※１  t ＞ 1 6 m m の場合の溶接は、 ～ とする。3   5  

※７

１ ※

※７

2 5 以上かつ

以
上

1
0

0

※１

※７

※７１ ※

ダイヤフラム厚は、接合する柱・梁の最大厚の１サイズアップ以上とする事

＜柱主材： B C R 2 9 5 , B C P 3 2 5 , を使用する場合＞

2 5

以
上

2
5

以上

の角の R に接しないこと

φ = 2 0

φ = 2 0

下向 立向 横向 上向 ＯＨＦ Ｖ

溶接姿勢( d )  

溶接方法

アーク手溶接

アークエアーガウジング

ガスシールドアーク半自動溶接

セルフ ( ノンガス ) シールドアーク半自動溶接 ( A A G )

( G C )

( c )  

( M C )

( N G C )

( 4 )  溶接接合

溶接技能者

溶接技能者は施工する溶接に適応する J I S  Z 3 8 0 1 ( 手溶接 J I S  Z 3 8 4 1又は) （半自動溶接 )

( a )  

( 3 )  高力ボルト接合

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない( a )  

溶接機器

交流アーク溶接機 炭酸ガスアーク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計

溶接棒乾燥器サブマージアーク溶接機一式

アークエアーガウジング機（直流）

 3 0 0 A ～ 5 0 0 A

( b )  

( ｲ )  

( ﾛ )  

( ﾊ )  

( ﾆ )  

( ﾎ )  

( ﾍ )  

( 2 )  工作一般

鉄骨製作及び施行に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼のひずみ矯正は、冷間矯正とする

( a )  

( b )  

( c )  

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する（ c ）  

（ d ）  継手又は仕口部は「平 1 2 建告第 1 4 6 4 号」に準ずる

ダイヤフラムは、 S N 4 9 0 B ･ C 同等以上の鋼材を使用する事

ダイヤフラムは、 S N 4 9 0 B ･ C 同等以上の鋼材を使用する事

柱梁接合部 ( パネル部 ) は、下側柱同等以上の鋼材を使用する事

柱梁接合部 ( パネル絞り部 ) は、下側柱同等以上の鋼材を使用し、
下側柱の板厚 ( t p ) 以上の材料で製作する事。 ( 事前に監理者の承認が必要 )
原則として溶接工程毎に超音波探傷試験を行い、接合部毎に
試験報告書を提出する事

ダイヤフラム厚は、接合する柱・梁の最大厚の２サイズアップ以上とする事

鉄 骨 構 造 標 準 図

t p

鉄骨構造標準図

山中畜産　（各舎共通）
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原則　
③～⑤　
とする。

上 澤 設 計 事 務 所

t

裏当て金

Ｓ

ｔ

２１

Ｓ

ＳＳ ｔ１

２

溶接姿勢

・両端に補強すみ肉溶接を付加する

f

溶接姿勢

f

f

2

3

4

t

溶接姿勢 F . V
・両側に補強すみ肉溶接を付加する

平継手で板厚が異なるとき

5
1

a

溶接姿勢
・両端に補強すみ肉溶接を付加する

θ

f = t / 4
f

溶接姿勢

θ

プレート

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

t > 1 9

のど厚

f

B

θ

G

G = 0

t

θ G L θ G L

6 6 5 6 6 5

9 9 8 9 8

9 9 8 9 9 8

溶接姿勢 F . V

・補強すみ肉溶接を付加する

6

L

削り面

G

LL

S

ｔ

Ｓ

Ｄ１

１ｔ≦ｔ

ｔ１

ｔ１

ｔ

f

f

ｔ

ｔ
ｔ１

ｔ

ｔ

ｔ１

２

ｔ

φ

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

良仮付不良良仮付不良

仮付溶接

裏はつり側にする
開先面

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

エンドタブを取り付ける

エンドタブの材質は、母材と同質とする

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

又は工事監理者の承認を得る

エンドタブ

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶

ダブルアールとする

G

θ

θ：開先角度

Ｇ：ルート間隔

r 1 0

r 3 5

ｒ

スカーラップ

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

８

７

６

５

４

３

２

１ 1 0 1 276

ｔ

t

F . V

F . V

f = t / 4

t

M C N G C G C

f = t / 4

f = t / 4

1

F . V

t

G C

G L

6 6 5

9 5

9 9 8

6

ｔ １θ

F . V

M C  N G C

θ G L

6 6 5

9 9 5

9 9 8

ｔ １

6 < t < 1 2

t > 1 9

B S

9 7 4

1 3 8

1 6 9 5

1 9 1 0 6

2 2 1 1 7

2 5 1 2 8

4 . 5

φ

Ｄ１

Ｓ Ｒ

ＢＯＸ型

型

A A 断面図

平面詳細

７

１

７

４

４
４

４

４

４

４

３

４

４

４

４

４

４ ４

４

内ダイヤフラム

スカラップ部分は

A A

４

３ ３

根巻きの場合
根巻き柱脚の場合でアンカーボルトが
建て方用等と明示がある場合は①と
する事ができる。但し、監理者の承認を受ける。

鋼材種別による溶接条件

４ ４

７

７

断面

スカラップ部分は
回し溶接する

エンドタブが交互に
あたらぬこと

内ダイヤフラムの場合は柱

A A

４
内ダイヤフラム

A 断面図A 平面詳細図

４

スカラップ部分は
回し溶接する

エンドタブが交互に

４
内ダイヤフラム

A 断面図A

回し溶接する

４

７

断面A A

内ダイヤフラムの場合は柱

ガス抜き

７

ガス抜き

の溶接技術検定試験に合格し、引き続き半年以上溶接に従事している者とする
●柱を絞る場合

あたらぬこと

平面詳細図

〒786-0053 　高知県高岡郡四万十町弘見400-3

TEL (0880)24-1011
図面名

FAX (0880)24-1013

工事名

縮 尺

一級建築士大臣登録第158303号番 号

上  澤　 聡
印

代 表 者
一級建築士事務所高知県知事登録第４６４号



( 1 )

( 1 )

( 1 )

( 1 )

( 2 )

( 2 )

( 2 )

梁サイズ

H - 2 0 0 × 1 0 0 × 5 . 5 × 8

H - 2 5 0 × 1 2 5 × 6 × 9

H - 3 0 0 × 1 5 0 × 6 . 5 × 9

H - 3 5 0 × 1 7 5 × 7 × 1 1

H - 1 4 8 × 1 0 0 × 6 × 9

H - 1 9 4 × 1 5 0 × 6 × 9

H - 2 4 4 × 1 7 5 × 7 × 1 1

ボルト径 本数 配列 ゲージ ( g 1 )

M 1 6

M 1 6

2 本

3 本

2 列

2 列

M 1 6 2 本 2 列 9 0 m m

M 1 6 3 本 2 列 1 0 5 m m

M 1 6 2 本 2 列 5 6 m m

M 1 6 2 本 2 列 9 0 m m

M 1 6 3 本 2 列 1 0 5 m m

フ　ラ　ン　ジ

ゲージ ( g 2 )

5 6 m m

7 5 m m

内添板

P L - 2 9 0 × 1 0 0 × 1 6

P L - 4 1 0 × 1 2 5 × 1 2

―

―

P L - 2 9 0 × 1 5 0 × 9 P L - 2 9 0 × 6 0 × 9

P L - 4 1 0 × 1 7 5 × 9 P L - 4 1 0 × 7 0 × 9

P L - 2 9 0 × 1 0 0 × 1 6 ―

P L - 2 9 0 × 1 5 0 × 9 P L - 2 9 0 × 6 0 × 9

P L - 4 1 0 × 1 7 5 × 9 P L - 4 1 0 × 7 0 × 9

―

―

―

―

―

外添板

―

―

ウ　ェ　ブ

ボルト径 本数 添板

M 1 6

M 1 6

2 本

2 本

1 列

2 列

P L - 1 7 0 × 1 4 0 × 6

P L - 2 9 0 × 1 7 0 × 6

6 0 m m

9 0 m m

M 1 6 3 本 1 列 P L - 2 0 0 × 1 7 0 × 66 0 m m

M 1 6 4 本 1 列 P L - 2 6 0 × 1 7 0 × 66 0 m m

M 1 6 1 本 2 列 P L - 2 9 0 × 8 0 × 66 0 m m

配列 ピッチ ( p )

M 1 6 2 本 2 列 P L - 2 9 0 × 1 7 0 × 69 0 m m

M 1 6 2 本 1 列 P L - 2 3 0 × 1 4 0 × 6*  6 0 m m

■  設計  :  保有耐力継手

■  梁鋼種  :  S S 4 0 0 、 S N 4 0 0 ■  参考文献  :  鉄骨構造基準接合部委員会 S C S S - H 9 7■  用紙サイズ  :  A 2

凡例  1

フランジ外添板

フランジ外添板

ボ
ル
ト
本

数 p

ボルト配列

凡例  2

フランジ外添板

ボ
ル
ト
配

列
(
千
鳥

)

g
2

g
1

g
2

ボルト本数

フランジ外添板

フランジ内添板

ボ
ル
ト
本
数

p
p

p

ウェブ添板

ボ
ル
ト
配
列

ボ
ル

ト
配
列 g
1

採用 標準図

H - 3 0 0 × 1 5 0 × 6 . 5 × 9

H - 3 5 0 × 1 7 5 × 7 × 1 1

H - 4 0 0 × 2 0 0 × 8 × 1 3

H - 4 5 0 × 2 0 0 × 9 × 1 4

H - 5 0 0 × 2 0 0 × 1 0 × 1 6

H - 6 0 0 × 2 0 0 × 1 1 × 1 7

H - 1 9 4 × 1 5 0 × 6 × 9

H - 2 4 4 × 1 7 5 × 7 × 1 1

H - 2 9 4 × 2 0 0 × 8 × 1 2

H - 3 4 0 × 2 5 0 × 9 × 1 4

H - 3 9 0 × 3 0 0 × 1 0 × 1 6

H - 4 4 0 × 3 0 0 × 1 1 × 1 8

H - 4 8 8 × 3 0 0 × 1 1 × 1 8

H - 5 8 8 × 3 0 0 × 1 2 × 2 0

H - 7 0 0 × 3 0 0 × 1 3 × 2 4

H - 8 0 0 × 3 0 0 × 1 4 × 2 6

H - 8 9 0 × 2 9 9 × 1 5 × 2 3

H - 9 0 0 × 3 0 0 × 1 6 × 2 8

H - 9 1 2 × 3 0 2 × 1 8 × 3 4

H - 9 1 8 × 3 0 3 × 1 9 × 3 7

H - 4 0 0 × 2 0 0 × 8 × 1 3

H - 4 5 0 × 2 0 0 × 9 × 1 4

H - 5 0 0 × 2 0 0 × 1 0 × 1 6

H - 6 0 0 × 2 0 0 × 1 1 × 1 7

H - 2 9 4 × 2 0 0 × 8 × 1 2

H - 3 4 0 × 2 5 0 × 9 × 1 4

H - 3 9 0 × 3 0 0 × 1 0 × 1 6

H - 4 4 0 × 3 0 0 × 1 1 × 1 8

H - 4 8 8 × 3 0 0 × 1 1 × 1 8

H - 5 8 8 × 3 0 0 × 1 2 × 2 0

H - 7 0 0 × 3 0 0 × 1 3 × 2 4

H - 8 0 0 × 3 0 0 × 1 4 × 2 6

H - 8 9 0 × 2 9 9 × 1 5 × 2 3

H - 9 0 0 × 3 0 0 × 1 6 × 2 8

H - 9 1 2 × 3 0 2 × 1 8 × 3 4

H - 9 1 8 × 3 0 3 × 1 9 × 3 7

( 3 )

( 3 )

( 4 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

( 6 )

( 6 )

( 6 )

( 7 )

( 7 )

( 8 )

( 8 )

( 9 )

( 9 )

( 1 0 )

( 1 0 )

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 2 )

( 1 2 )

( 1 3 )

( 1 3 )

( 1 4 )

( 1 4 )

( 1 4 )

( 1 5 )

( 1 5 )

( 1 6 )

( 1 6 )

( 1 7 )

( 1 7 )

( 1 8 )

( 1 8 )

( 1 9 )

( 3 )

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 9 P L - 4 1 0 × 8 0 × 91 2 0 m m ―

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 1 2 P L - 4 1 0 × 8 0 × 1 21 2 0 m m ―

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 1 2 P L - 4 1 0 × 8 0 × 1 21 2 0 m m ― 5 本 1 列 P L - 3 2 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 1 2 P L - 4 1 0 × 8 0 × 1 21 2 0 m m ― 4 本 2 列 P L - 4 4 0 × 2 9 0 × 91 2 0 m m

2 本 2 列 P L - 2 9 0 × 1 5 0 × 9 P L - 2 9 0 × 6 0 × 99 0 m m ― 2 本 1 列 P L - 2 3 0 × 1 4 0 × 6*  6 0 m m

2 本 2 列 P L - 2 9 0 × 1 7 5 × 9 P L - 2 9 0 × 7 0 × 91 0 5 m m ― 2 本 1 列 P L - 1 7 0 × 1 4 0 × 96 0 m m

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 9 P L - 4 1 0 × 8 0 × 91 2 0 m m ― 3 本 1 列 P L - 2 0 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

4 本 2 列 P L - 5 3 0 × 2 5 0 × 1 2 P L - 5 3 0 × 1 0 0 × 1 21 5 0 m m ― 3 本 2 列 P L - 2 9 0 × 2 0 0 × 96 0 m m

4 本 2 列 ( 千鳥 ) P L - 4 4 0 × 3 0 0 × 1 2 P L - 4 4 0 × 1 1 0 × 1 21 5 0 m m 4 0 m m 4 本 1 列 P L - 2 6 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

4 本 P L - 4 4 0 × 3 0 0 × 1 2 P L - 4 4 0 × 1 1 0 × 1 21 5 0 m m 4 0 m m 5 本 1 列 P L - 3 2 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

4 本 P L - 4 4 0 × 3 0 0 × 1 2 P L - 4 4 0 × 1 1 0 × 1 21 5 0 m m 4 0 m m 4 本 2 列 P L - 3 5 0 × 2 9 0 × 1 29 0 m m

5 本 P L - 5 3 0 × 3 0 0 × 1 2 P L - 5 3 0 × 1 1 0 × 1 61 5 0 m m 4 0 m m 4 本 2 列 P L - 4 4 0 × 2 9 0 × 91 2 0 m m

6 本 P L - 6 2 0 × 3 0 0 × 1 9 P L - 6 2 0 × 1 1 0 × 1 91 5 0 m m 4 0 m m 9 本 1 列 P L - 5 6 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

6 本 P L - 6 2 0 × 3 0 0 × 1 9 P L - 6 2 0 × 1 1 0 × 1 91 5 0 m m 4 0 m m 7 本 2 列 P L - 6 2 0 × 2 9 0 × 1 29 0 m m

6 本 P L - 6 2 0 × 3 0 0 × 1 6 P L - 6 2 0 × 1 1 0 × 1 91 5 0 m m 4 0 m m 8 本 2 列 P L - 7 1 0 × 2 9 0 × 1 29 0 m m

7 本 P L - 7 1 0 × 3 0 0 × 1 9 P L - 7 1 0 × 1 1 0 × 2 21 5 0 m m 4 0 m m 8 本 2 列 P L - 7 1 0 × 2 9 0 × 1 29 0 m m

8 本 P L - 8 0 0 × 3 0 0 × 2 5 P L - 8 0 0 × 1 1 0 × 2 51 5 0 m m 4 0 m m 1 1 本 2 列 P L - 6 8 0 × 2 9 0 × 1 66 0 m m

9 本 P L - 8 9 0 × 3 0 0 × 2 5 P L - 8 9 0 × 1 1 0 × 2 81 5 0 m m 4 0 m m 1 1 本 2 列 P L - 6 8 0 × 2 9 0 × 1 66 0 m m

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 9 P L - 4 1 0 × 8 0 × 91 2 0 m m ― 3 本 1 列 P L - 2 6 0 × 1 7 0 × 99 0 m m

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 1 2 P L - 4 1 0 × 8 0 × 1 21 2 0 m m ― 4 本 1 列 P L - 2 6 0 × 1 7 0 × 1 26 0 m m

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 2

M 2 2

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 2

M 2 2

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

M 2 0 2 本 2 列 9 0 m m

2 本 2 列 1 0 5 m mM 2 0

P L - 2 9 0 × 1 5 0 × 9 P L - 2 9 0 × 6 0 × 9

P L - 2 9 0 × 1 7 5 × 9 P L - 2 9 0 × 7 0 × 9

―

―

2本 1列 P L - 2 0 0 × 1 7 0 × 61 2 0 m m

3 本 1 列 P L - 2 6 0 × 1 7 0 × 69 0 m m

4 本 1 列 P L - 2 6 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

5 本 1 列 P L - 3 2 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

M 2 0

M 2 0

M 2 0

M 2 0

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 1 2 P L - 4 1 0 × 8 0 × 1 21 2 0 m m ― 7 本 1 列 P L - 4 4 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 9 P L - 4 1 0 × 8 0 × 91 2 0 m m ― 2 本 1 列 P L - 2 0 0 × 1 7 0 × 61 2 0 m m

3 本 2 列 1 5 0 m m ― 3 本 1 列 P L - 2 0 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

3 本 2 列 ( 千鳥 ) 1 5 0 m m 4 0 m m 3 本 1 列 P L - 2 6 0 × 1 7 0 × 99 0 m m

4 本 5 本 1 列 P L - 3 2 0 × 1 7 0 × 96 0 m m

4 本 5 本 1 列 P L - 3 2 0 × 1 7 0 × 1 26 0 m m

4 本 7 本 1 列 P L - 4 4 0 × 1 7 0 × 9

5 本 9 本 1 列 P L - 5 6 0 × 1 7 0 × 9

5 本 1 0 本 1 列 P L - 6 2 0 × 1 7 0 × 1 2

5 本 1 2 本 1 列 P L - 7 4 0 × 1 7 0 × 1 2

6 本 1 2 本 1 列 P L - 7 4 0 × 1 7 0 × 1 2

7 本 1 0 本 2 列 P L - 6 2 0 × 2 9 0 × 1 6

7 本 1 0 本 2 列 P L - 6 2 0 × 2 9 0 × 1 6

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

M 2 2

P L - 4 1 0 × 2 5 0 × 1 2 P L - 4 1 0 × 1 0 0 × 1 2

P L - 3 5 0 × 3 0 0 × 1 2 P L - 3 5 0 × 1 1 0 × 1 2

P L - 4 4 0 × 3 0 0 × 1 2 P L - 4 4 0 × 1 1 0 × 1 21 5 0 m m 4 0 m m

1 5 0 m m 4 0 m m

1 5 0 m m 4 0 m m

1 5 0 m m 4 0 m m

1 5 0 m m 4 0 m m

1 5 0 m m 4 0 m m

1 5 0 m m 4 0 m m

1 5 0 m m 4 0 m m

1 5 0 m m 4 0 m m

P L - 4 4 0 × 3 0 0 × 1 2 P L - 4 4 0 × 1 1 0 × 1 2

P L - 4 4 0 × 3 0 0 × 1 2 P L - 4 4 0 × 1 1 0 × 1 6

P L - 5 3 0 × 3 0 0 × 1 9 P L - 5 3 0 × 1 1 0 × 1 9

P L - 5 3 0 × 3 0 0 × 1 9 P L - 5 3 0 × 1 1 0 × 1 9

P L - 5 3 0 × 3 0 0 × 1 6 P L - 5 3 0 × 1 1 0 × 1 9

P L - 6 2 0 × 3 0 0 × 1 9 P L - 6 2 0 × 1 1 0 × 2 2

P L - 7 1 0 × 3 0 0 × 2 5 P L - 7 1 0 × 1 1 0 × 2 5

P L - 7 1 0 × 3 0 0 × 2 5 P L - 7 1 0 × 1 1 0 × 2 8

6 0 m m

6 0 m m

6 0 m m

6 0 m m

6 0 m m

6 0 m m

6 0 m m

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

2 列 ( 千鳥 )

3 本 2 列 P L - 4 1 0 × 2 0 0 × 1 2 P L - 4 1 0 × 8 0 × 1 21 2 0 m m ― 4 本 1 列 P L - 3 5 0 × 1 7 0 × 99 0 m mM 2 2 M 2 2

( 2 ) H - 1 0 0 × 1 0 0 × 6 × 8 M 1 6 2 本 2 列 5 6 m m P L - 2 9 0 × 1 0 0 × 1 6 ―― M 1 6 1 本 2 列 P L - 3 5 0 × 5 0 × 9*  6 0 m m

( 2 ) M 1 6 2 列 ―― M 1 6 1 本 2 列 *  6 0 m mH - 1 2 5 × 1 2 5 × 6 . 5 × 9 3 本 7 5 m m P L - 4 1 0 × 1 2 5 × 1 2 P L - 3 5 0 × 8 0 × 6

※　 * 寸法はボルト配列を外側に半ピッチずらすことを表す。

ウェブ添板

■  ボルト  :  H T B - F 1 0 T 、 H T B - S 1 0 T
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5山中畜産　（各舎共通）

鉄骨構造梁継手標準リスト表
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地盤改良体伏図  　S=1/150

基礎・1階梁伏図 　S=1/150

符号

F2

深層混合処理工法（ウルトラコラム工法　相当）

地盤改良仕様

特記仕様書（深層混合処理工法）を参照のこと。
但し、改良底の決定は監督員の承諾を得ること。

許容支持力

改良径 本数

短期接地圧：Sσe=200 KN/㎡

長期接地圧：Lσe=100 KN/㎡

F1 800φ

800φ

2

3

支持層は、N=20以上の風化岩又は礫層とし、

改良底は現況の支持層深度とする。

1/150

1山中畜産　ストール舎

地盤改良体伏図　　基礎・1階梁伏図
上 澤 設 計 事 務 所

〒786-0053 　高知県高岡郡四万十町弘見400-3

TEL (0880)24-1011
図面名

FAX (0880)24-1013

工事名

縮 尺

一級建築士大臣登録第158303号番 号

上  澤　 聡
印

代 表 者
一級建築士事務所高知県知事登録第４６４号
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